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No. 16 (19~1) 

植物粘質物〈第 4報〉

マクリの粘質多糖類の性質と構造

友田正司，中塚里美，南栄子

（日本薬学会 第例年会（1971.4）で発表）

〔目的〕 マクリの粘質多糖類の性質に関する詳細な報告は無いので，構成糖の種類と結合様式

などについて研究した．

〔実験〕 乾燥試料の冷水浸処理をくり返したのち，熱水抽出し凍結融解法で粘質物を得た．

3% HCl含有メタノールと 30時間加熱して完全メタノリシス後，シリカゲル薄層クロマトグラ

フィー， トリメチルシリル化体のガスクロマトグラフィー（SE30使用）およびレソゃルシン法な

どによって構成糖を分析した．また 0.5%HCl含有メタノールと 2時間加熱して部分メタノリ

シスし，成績体を活性炭カラムクロマトグラフィーで分離した．アセチノレ化やジメチルスルホキ

シド処理などを行なって均質性についても検討した．

〔結果〕 完全メタノリシス成績体として認められた粘質多糖類の構成糖誘導体は， 3,6-

anhydro L-galactose dimethylacetal, methyl n-galactosideおよび methyln-xyloside 

で，構成糖の定量値は， 3,6-anhydro L-galactose 42.4%, n-galactose 43.6%, n-xylose 

3.0%，灰分 5.1%であった，アセチル化体のクロロホルム可溶部から得た多糖類は灰分（硫酸

エステノレ）を含まず， 3,6-anhydro L-galactoseと n-galactoseの等モルから構成されるが，

n-xylose 4.1 %も含む． 部分メタノリシスの結果， agarobiosedimethylacetalが好収量で得

られ，テングサ寒天から得た標品と比較同定した．

〔考察〕 マクリの粘質物は， 3,6-anhydro L-galactoseと n-galactoseが交互に結合したア

ガロース型の連鎮構造を主体とする多糖類であり，メチル化による研究結果もこの結論を支持す

る．

地黄の水溶性成分（第2報〉アカヤジオウ根の成分

友田正司，田中真知子，近藤憲子

（日本薬学会 第例年会（1971.4）で発表）

〔目的〕 前報ではカイケイジオウ根の水溶性成分について報告したが，今回はアカヤジオウの

水溶性成分研究結果について述べる．

〔実験〕 本学での栽培品による生地黄と朝鮮産乾地黄を試料とした．エタノールと水による加

熱抽出物を Dowex50W，次いで、 Dowex2のカラムに通し，塩基性， 酸性， および中性の 3

分画に分け，塩基性と酸性分画のアミノ酸およびリン酸の分析を行ない，中性分画の糖質は，薄

層， P紙およびガスクロマトグラフィーと，レゾノレシン法などによる分析をした．

〔結果〕 乾燥試料に対する各分画の収率は，生地貰では，塩基性分画 2.0%，酸性分画 2.7%,

中性分画 50.1%，乾地黄では，塩基性分間 3.1%，酸性分画 3.2%，中性分回 67.9%であっ
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